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介護・医療費の高騰が
日本国家を滅ぼす

人口の1/10が
ノイローゼという現実

ペット業界が日本を救う！！
歪んでしまった日本の３つの問題解決に。
どんな仕事でも社会の中でのミッション(使命)を持って営まれている。我々の業界の奮闘が、崩壊していく日本社会
を食い止め、健全な日本社会を再建できる。この命題こそ、間違いなく今後のペット業界を救うキーワードとなる。

３つの日本社会の歪みを是正し、健全な社会を築いていくためにもペットの飼育普及率を高めて
いかなければならない。少なくとも欧米並みの64%、現在の2倍の飼育普及率まで押し上げること
が出来る。その理由には今の2倍の家庭がペットの飼育を望んでいるとの調査結果がある。

誇大妄想ではない 今、我々にできること。

ペットの長寿時代を迎えて飼主様の最大の関心ごとは「ペットの健康」

飼主様本人に万一があった場合のしくみ

「ペットは贅沢品」ではなく充実した人生をもたらしてくれるパートナー

日本は超高齢化社会を向かえ寝たきり老人
大国(女性平均8年・男性平均6年が寝たき
り)となり10年後の介護・医療費が72兆円
にもなり国家の財政を大きく圧迫している。
これにより、近い将来消費税が30%になり、
中小企業の大倒産時代に入り失業者が今の
ギリシャと同様50%以上になると予想されて
いる。寝たきり期間を減少させる(健康寿命
を延す)には老人のパートナーとしてペット
を飼ってもらうことが一番有効であること
がアメリカ・ドイツで立証されている。

幼少期から一人遊びやゲーム漬けという歪ん
だ教育環境での子どもの末路はコミュニケー
ション力と人間性が欠如した大人である。
その結果、少年による凶悪犯罪化、無気力化
いじめの悪質化が増加している。青少年の知
能発達や集中力、特に豊かな人間性を育むに
はペットの存在が大きく関わっていることは
多くの研究機関より発表されている。幼少期
にコミュニケーションが少ないと人格形成に
大きな影響が出るためペットの触れ合いは現
代日本の子供たちには欠かせない存在である。

ノイローゼ1000万人以上(うち病院治療者10
0万人)時代が到来。その要因の根本は「孤独
病」つまり、コミュニケーションの欠如であ
る。戦後日本社会は核家族化・都市型孤独生
活を推し進め、ニュータウン化がことごとく
失敗し、人との繋がりや絆の薄い「孤独社会
」が形成されてきた。自殺者30,000人という
問題を是正するためにも、ペットの飼育がど
れほど有効であるかは多くの社会学者・心理
学者によって説かれてきた。今これほどペッ
トを求めている社会は未だかつて存在しない。

ペット長寿時代を迎え、飼主様の最大の関心ごとはペットの健康についての知識・情報・関連グッズ(特に医薬品・サプリメント・療法食・プ
レミアムフード)にある。ペット業界に関わる者全てがこのニーズに応えられる知識と体制が必要となってきた。つまり医薬品や健康にまつわ
る専門的な知識をつけることが必要になるのである。（資格としては「医薬品登録販売者」）

飼主様本人に万一があった場合に、いつでも安心して引き取れる場所がないことがミスマッチの2番目だ。ペットシェルター・老犬ホーム・
里親制度の充実等の体制の構築を業界全体として取り組むことが必須である。この問題はペットを飼うことの最大の悩みの一つでありながら
我々が解決できずにいる大きな問題の一つとして、強く意識しなければならない。

ペットはお金持ちの贅沢品という常識がある。この常識をペットを飼うことは上記３つの社会問題を解決するということを我々が啓蒙して変
えていかなければならない。そのためにはまず、我々業界全体の「資質の向上」「社会的地位の向上」を目指し、社会に発信力のある存在に
なることが必須である。

これら３つの社会的ニーズに応えられる業界へと変わっていかなければなりません。変化への阻害要因になっている一部の権益団体がある
としたら「権益にしがみつくより、皆で社会のニーズに応えられる業界となり、パイを2倍にした方がはるかに日本・ペット業界繁栄のため
になる。」と我々は言いたいのです。そのバックボーンとなるのが業界で働く人々の「資質向上(顧客ニーズに的確に応えるスキルアップ)」
「待遇の向上(顧客満足度の高いサービスを提供することで実現可能)」「社会的地位の向上」の３つの向上を計らなければなりません。
この３つの向上を支えるものこそが、今回ご案内の業界初の公的資格「医薬品登録販売者」です。これを契機にしてペット飼育普及率を2倍
にし、健全なる日本社会建設に貢献することを目指して業界一丸となって変化してまいりましょう！！

日本社会がペット業界に望むこと

業界を変えるべく、公的資格「医薬品登録販売者」を推進する。

ペット業界と社会ニーズには大きなミスマッチがある
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